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武蔵野美術大学と株式会社フロンティアコンサルティングが  

「日常の側にあるワーケーション」のデザインプロジェクトを実施  

 

 

 

 

 

武 蔵 野美 術 大学（ 所在 地：東京 都小 平 市 /学 長：樺 山 祐和  以下 、本 学 ）と 株式 会 社 フ ロン テ ィア コン サ

ル テ ィン グ（ 所在 地：東京 都 千代 田区 /代 表取 締 役 社 長：川 原 邦 章）は 、「 日 常の 側に あ るワ ーケ ー ショ ン」

の デ ザイ ン プロ ジェ ク ト を 実施 し ます 。  

 

プロジェクト概要  

 デ ジタ ル 技術 の発 展 やコ ロナ 禍 以降 の価 値 観変 化によ り 、こ れ まで 私た ち が常 識と し てい た家 庭 や就 労 、

教 育 、介 護な ど にと もな う 様々 な制 約（ 時 空間 や文 化、慣 習な ど）を超 え て、それ ぞれ の ライ フス タ イル

や 事 情に あ った 形を 選 択で きる 社 会へ の変 化 が始 まって い ます 。  

 本 研究 で は、東京 都 大島 町 を フ ィー ルド に 本学 造形構 想 学部 ク リエ イテ ィ ブイ ノベ ー ショ ン学 科 の学 生

が 、人々 が 社会 参画 す る様 々な 生 産活 動と 個 人の 時間を 二 項対 立 とし ない 新 しい 暮ら し 方の ケー ス を 検 討

し ま す。そ して 、暮 ら し方 の変 容 を促 進す る ソリ ューシ ョ ンア イ デア を創 出 した もの か ら、プロ ト タイ ピ

ン グ を通 し た有 識者 の フィ ード バ ック を 参 考 に、ワーケ ー ショ ン 促進 を図 る コン セプ ト の方 向性 を 探索 し

ま す 。  

 

株式会社フロンティアコンサルティングについて  

 「 Creating a new work stage.」を ブラ ン ドス ローガ ン に掲 げ 、オ フィ ス を中 心と す るワ ーク プ レイ ス

と い った 環 境と 、時 代 に呼 応し て 更新 する 働 き方 やコミ ュ ニケ ー ショ ンと い った 機会 の 有機 的な 結 びつ き

を よ り 深 め 、 働 く 人 と 働 く 場 所 の 未 来 を つ く り ま す 。 ま た 、 オ ウ ン ド メ デ ィ ア 『 Worker’s Resort 』

（ https://www.workersresort.com） に よ る、 海 外 オフ ィ ス の 最 新 トレ ン ド や オ フィ ス テ ッ ク、 ワ ー クプ

レ イ スカ ル チャ ーな ど オフ ィス に まつ わる 広 範な 情報発 信 は、ク ライ アン ト 以外 の企 業・団 体か ら も第 三

者 オ ピニ オ ンと して 注 視さ れま す 。  

 

【本学学生が実践する社会課題解決】  

 ク リエ イ ティ ブイ ノ ベー ショ ン 学科 は、美 術・デザイ ン を学 ぶ こと で身 に つく 力「創 造 的思 考力 」を 持

っ て 、社会 の中 で 実践 的に 学 ぶこ とを 目 的と して 、2019 年 に 開 設し 、2023 年 3 月 に 第 1 期 生を 輩出 い た

し ま した 。   

 本 学科 で は 、入 学 後 2 年間 、本学 鷹 の台 キャ ン パスで 美 術・デ ザ イン の基 礎 、フィ ール ド リサ ーチ 、イ

×    



 

ノ ベ ーシ ョ ンに 関す る 歴史 的背 景 を学 びま す 。 3 年次か ら は、 市 ヶ谷 キャ ン パス で、 提 携企 業・ 自 治体 等

と 連 携し た プロ ジェ ク ト型 授業 を 通じ て社 会 と共 創して い きま す 。   

 本 プロ ジ ェク トを 含 め、企業 や 自治 体等 と 連携 し、持 続 可能 な 未来 社会 に つい て、様 々な 分野 の 専門 家

と 対 話し な がら 、実 社 会に おけ る 様々 な課 題 に取 り組ん で いま す 。  

 

＜ 本 件に 関 する お問 い 合わ せ先 ＞   

武 蔵 野美 術 大学  市 ヶ 谷キ ャ ンパ ス事 務 室  

rcsc_staff@musabi.ac.jp 


